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☆200　KVAの直流発電機動く☆

　この3月始めに，工費200万円を要して，200　KVA

の直流発電機が動くようになつた。これによつて直流大

電流を要する実験が可能になり，差当つて次の諸問題の

研究並びに中間試験がここるみられようとしている。

　O金属チタニウムの製錬

　○デイPゼル機関自動車等の発動機性能及びトルクコ

　　ンバータ・一の研究

　○自動車振動の研究

　0直流大電流母線の研究

　○電鉄用遮断器の研究

　Oe”　一一プル鉛被の損傷実験

　0電気熔接に関する研究

　○その他

☆自動制御研究会新発足☆

　戦後における自動制御の発展は目覚しい。まさに日進

月歩の感がある。特にアメリカにおいては戦時中にサー

ボ機構の兵器への応用のたあにM・1・T・を申心としてサ

ーボ機構の理論および応用についての研究が強力に展開

きれた。戦後それらが続々と発表きれ，その理論や手法

が工業プロセス制御の解析・計画に応用されて，フィード

バック自動制御工学の体系が確立されようとしている。

工業の将来は必然的に肖動化・量産化への方向へと進ん

でte　y，自動制御がその中核的役割を果すであるう。

Wiener教授が自動制御の出現によつて第二次産業革命

が開始されたと述べているのは興味ある言葉である。

　このような自動制御の将来性や諸外国における発漣に

刺戟されて昭和22年9月当研究所の前身第二工学部時代

自動制御に興味を持つた学内の同好者が中心となつての

i提唱に自動制御の懇談会をもつようになつた。当時は終

戦後の混乱を脱していない時期で，当初はごく少数のメ

ンバーでスタートしたが，その後工業界の立直りに応じ

て会社側からの参加を得て会員も次第に増加し，昭和24

年7月からは自動制御研究会と正式に名称を定め，大体

毎月一回定例的に研究会を開催して研究発表，丈献紹介

を行い，現在までに研究会の開催も約50回の回を重ね，

会員も個人会員約ユ20名，賛助会員約30社，資料発邊約

250部に溝している。この研究会は最近に至るまでその

生立ちの性質上，規約や役員も別に定めず蓮営ざれてき

たが，今後の会の発展のためには俸制を整えてi新発足す

ることの必要が痛感さわるようになつたので，昨年後牛

から準備を進め規約の決定，鯉事・会長・副会長の選挙

を行い，会長としては，当所兼重所長，副会長としては

本学耀田節雄教授が就任さわた。

　本研究会は現在までもわが国の爵動制御研究の中心的

組織として，制御技術の発展や，制御研究者，制御装置
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製作者，使用老の制御技術者相互間の蓮結，協力に貢厭

　　　　　　　のしてきた。今後は体制を整備して会の着実な発展を期し

ているので，自動制御に興味をもたれる諸氏の積極的な

参加を希望するとともに，広く皆様の御支擾をお願いす

る次第である。

　なお参考のために本会規約の抜葦を下記に記す。

　（1）　本会は自動制御に関する学術および技術の振興，普及ならびに会

員相互の連絡を図ることを目的とする。

　（2）本会の前条の目的彪建成する拠め次の業務を行う。

　1．研究会の開催
　2．見学会の開催
　3．　講貰会，講習会の開催

　4．会報その他刊行物の発行
　5．　その他の適当と認め弛業務

　（3）本会の事務所を千葉市彌生町1番地，東京大学生産技術蘇究所内

におく。

　（4）　本会の会員は次の二種とする0

　　　1．正会員　　2。養助会員
　（5）正会員は自動制御に関する学識経験を有する個人および工学，理

学の專門分野において学識経験を有し，自動制御に関心を有する個人とす

る。

　（6）賛助会員は本会の目的を賛助する個人または団体とする。

　（7）会員は下記の会費を納入する賂のとする。

　　　正会員年額600円
　　　賛助会員　〃　1ロ　10．　000円　1口以上

　但会費の納入は牟年毎の分納を認める竜のとする。

☆生研図書室の近況☆

　生産技術研究所の図書室は，申央本館に申央図書室が

あり，5研究部に8分室がありて，3厚1周現在で，

63，025珊の図書を牧蔵している。この内，洋書は，29，790

冊，和書は，33，235冊で，大部分は工学に関する図書で

ある。

　生研図婁室の図書は，元第二工学部の蔵書をそのまま

転換した上に，研究所となつてからも毎年度相当の予算

をこれに注ぎこんで充実を図つている。殊に内外の定期

刊行物には重点をおき，現在予約購読中の外国專門雑誌
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　、
は161種を数えるようになつた，反戦争中欠号どなつた
　　　　　　　　　　　　　分についても，46種については，全部又は大部分を補充

した，欠号補充は，なお当分続けられる予定である。

　生研の建物は，昭手n16年頃から昭和20年頃までの建築

であつて，木造であるため火災には特に用心している。

従つて図婁室の経営もこの火災の危瞼を考慮すれば分散

しておくことが適切である。i又かなり広い構内を有して

いることや，研究分野が工学上のほとんど全分野にわた

つていることなどを考えると，それぞれの研究部に置い

ておく方が利用しやすいということも考えられて，現在

は，集申と分散とを兼ねた蓮営を行つている。従つてあ

る図書は，申央図書室にも置き，それの最も関係深い研

究：部にも置くことになつている。

　図書室の蓮営については，各研究部から選出された教

授・助教授による会計10名の委員と，教授総会で選出さ

れた委員長によy図書委員会を繕成し，図書窪を指導・

助言している。委員長の任期は，2年で現在は菊池真一

教授がその任にある。
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☆研究所長会議連絡委員会☆

　丈部省所轄の研究所には，直轄的研究所5，国立大学

附置研究所52があつて，昭和22年から毎年，各研究所間

に共通な研究及び行政事項を協議するため，研究所長会

議を開催している。近年は，春秋2回に開催するように

なり，本年5月は，その第10回を東京で開くことになつ

ている。この研究所長会議は，日常の蓮絡機関として，

蓮絡委員会を持ち，委員17名がこれに当つている。兼重

所長は，昨年5月，この委員会の委員長に互選され，現

在活動を続けている。

　昨年5月以来，この委員会で取扱つた事項で，主なも

のは，1）行政管理庁の査察結果に対する決議交の作製

及び提出，2）新制大学院設置に関し，ζれを学部及び

研究所の上に置くことの蓮成に関する件　であつて，こ

とに2）項については，関係当局及び委員会等に対して

も数度にわたる意見交換交は説明等を行い，研究所長の

大多数が要望する意見を容れるとこるとなつた。

　なおこの委員会は，在京の8研究所長が常置委員とな

つて，饒に9回程委員会を開いている。この常置委員

は，当所所長の外，国語研究所長西尾実，社会科学研究

所長鵜飼信成・経済研究所長都留重人，伝染病研究所長

長谷川秀治，地震研究所長那須信治，光学研究所長藤岡

由夫，精密漫械研究所長佐々木重雄の各氏が就任iJてい

る。

　　　　　　劃外1［司1動

一海外渡航一

◇教授　久保田　広　4月中旬スペイン（マドリツド）に

◇安藤良夫
◇幅田義民
◇河添邦太郎

◇趙　容建
◇三木五三郎

◇挙尾　牧

◇玉木章夫　教

　　　　　　　　　　筆　　　　者

助教授　　　專攻熔接工学，船体嬉造学

教授工博　　專攻化学工学
講　師　　　專攻同上

大学院学生　專攻同上
助教授　　　　專攻土質工学

助教授　　　　專攻内燃機関学，自動車

　　　　　　　　工学
　　授工博專攻気体力学・熱伝建

真義文夫弘
　恒成芳

宮村藤達崎田植斎安野※　　　※

員委集編
　雄郎夫児

員羅糎委馨乳集
　長員

編饗
　編編

生　産　研　究

おいて開かれる国際光学委員会（C・1・O・）へ日本学術会

議代表とし，叉同時に行われるスペイン王立物理，化学

学会50周年祭典鴎日本物理学会代表として出席のため4

月始め渡欧，途次英，独，仏，スイス及びイタリーの光

学工場及研究所を見学。

一講　演一

◇教授　菊池真一1二「最近の天然色写真について」　日本

化学会近畿麦部，日本写真学会関西麦部共催講演会
（1953．2．4）

一寄　稿一
◇助教授　浅原照三，金武克己　「α一オレフィンに関す

る研究（第6報）」工化誌，55，589（1952）

◇助教授　浅原照三，木村　誓，丹朋雅由　「α一オレフ

ィンに関する研究（第7報）」有機合成化学，10，498
（1952）

◇助教授　浅原照三，関ロ　ー，木村　誓　「α一オレフ

ィンに関す．る研究（第8報）」同上，10，538（1952）

◇助教授　浅原照三，大学院学生　4井長一郎「牛乾性

油より乾性油の合成（第2報）」油脂化学協会誌，1，175
（1952）

◇助教授　浅原照三，金武克己　「高級アルコールの塩

素化及び反応生成物の分析」工化誌，55，591（1952）

◇助教授　浅原照三，黒岩茂隆「軽金属の表面塗装に関

する研究（第5報）」金属表面技術，3，102（1952）

◇助教授　浅原照三，黒岩茂隆「各種合成樹脂ワニスの

稀釈度と粘度との関係（第1報）」工化誌，55，587（1952）

◇助教授　浅原照三，富田　穣「脂肪酸ビニルに関する

研究（第1報），（第2報）」

油脂化学協会i誌，1，76，79

（1952）

　紹　　　　介

◇大島耕一　大学院特研生専攻流体力学

◇吉弘芳郎助手　 專攻糖化学及び醸酵化学
◇中村亦夫助教授　　　專攻同上
◇友田宜孝　教　授工博專攻同上
◇服部　剛　大学院特研生專攻流体力学

◇古川浩研究員
◇塩原武治　月本無線株式会社・生産技術係
◇渡辺鋼市郎　大学院特研th專攻糖化学及び醸酵化学

一朗明註蕾野村護
　　　は員事室印

舞＆編編編賢郎次郎一

一農隆

山江仁久浜

員委集編

　本誌の購読ご希望の方は
下記へご照会下さい。

　千葉市彌生町1
　　生産技術研究奨励会

　　振替口座東京108697
　頒価は
　　牛年分300円〒36円
　　1年分600円〒珍円
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